


















































































　以前から、 ? ? Ｍｏ（半減期６６時間）から ? ? ? Ｔｃ（半減期６時間）を生成させてＳＰ
ＥＣＴに用いることが行われていた。ＳＰＥＣＴに用いられる核種の放射線のエネルギは




















Ｔ用の ? ? ? Ｔｃ／ ? ? Ｍｏジェネレータに比べ、親核種の放射能が同じならば約４０倍程度


























































































































































































































































































































































　次に、放射線遮蔽容器１に収容されているカラム８０に吸着された親核種（例えば ? ? Ｚ

























　なお、吸着層に吸着された親核種が ? ? Ｚｎの場合、半減期は約９時間であり、親核種が
崩壊することにより短半減期の娘核種である ? ? Ｃｕが生成する。そして、娘核種が一旦溶
出された後も ? ? Ｚｎは引き続き崩壊するため、娘核種も引き続き生成するので、カラム８
０から繰り返し娘核種を取り出すことができる。
【００６０】
　次に、放射線遮蔽容器１の組立方法について図５ないし図８を参照して説明する。
　まず、図５に示すように、カラム８０にチューブ９０、１００を装着すると共に、カラ
ム８０およびチューブ９０をそれぞれカラム収容穴５０内およびチューブ収容穴６０内に
嵌入する。そして、図６に示すように、カラム８０およびチューブ１００をそれぞれカラ
ム収容穴５０内およびチューブ収容穴７０内に嵌入する。
【００６１】
　次に、図７に示すように、チューブ１００を、第４の遮蔽体４０の第３のチューブ収容
穴部６３内および第４のチューブ収容穴部６５内に挿入して、中空空間Ｓ２から円形穴４
６を通じて外部に引き出しつつ（図８参照）、嵌合突起４５、４５を嵌合穴２４、２４内
に嵌合させる。これにより、第２の遮蔽体２０に対して第４の遮蔽体４０を位置決めした
状態で、この第４の遮蔽体４０を第２の遮蔽体２０に当接させる。
【００６２】
　そして、次に図８に示すように、チューブ９０を第２のチューブ収容穴部６２内に挿入
して、中空空間Ｓ１から円形穴３５を通じて外部に引き出しつつ、嵌合突起３７を嵌合穴
２３に嵌合させる（図１参照）。これにより、第２の遮蔽体２０に対して第３の遮蔽体３
０を位置決めした状態で、この第３の遮蔽体３０を第１、第２の遮蔽体２０、３０に当接
させる。そして、最後に円形穴４６から外部に引き出したチューブ１００を中空空間Ｓ２
内に挿入すると共に、このチューブ１００を第５のチューブ収容穴部６６内および第６の
チューブ収容穴部６７内に挿入してチューブ１００を外部に引き出すようにする。
【００６３】
　このようにして組み上げた放射線遮蔽容器１を、遮蔽容器収納ケース１１０内に収納す
る。次に、チューブ９０，１００をチューブ挿通穴１１２Ｃに通しながら、蓋体１１２を
、突部１１２Ｂ、１１２Ｂを嵌合凹部３６，３６に嵌合させた後、止め金具１１３及び引
掛部１１２Ａを使って位置決め固定する。最後に汚染した可能性のあるチューブ９０，１
００の先端部を１ｃｍ程度切断し、そこに、継ぎ手、三方活栓などを接続する。ジェネレ
ータを臨床的に利用する場合には、以上の操作は全てクリーンベンチ内で行うことが望ま
しい。この状態で、遮蔽容器収納ケース１１０に入れた放射線遮蔽容器１のセットをホッ
トセル内に入れて前述のように放射性核種の充填を行う。ホットセルから取り出した後は
、滅菌済み盲栓又は３方活栓などで系を密閉した後、専用輸送容器に入れて出荷する。
【００６４】
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　以上、本発明の実施の形態について説明したが、本発明は前記実施の形態には限定され
ない。例えば、本実施の形態では、第２の遮蔽体２０として中央に円筒状の凹部を有する
円筒を取り上げたが、第２の遮蔽体２０の外形は角張った円筒状に限るもので無く、放射
線源からの距離と、遮蔽に要する厚みを考慮して角が円弧状の円筒を用いることができる
。また、放射線遮蔽容器１を４分割する場合を例に説明したが、放射線遮蔽容器１を何個
に分割するか、あるいは、どのような形状に分割するかは任意である。
【００６５】
　さらに、本実施の形態では、チューブ収容穴６０、７０の屈曲部位が「く」の字に折れ
曲がっている場合を示したが、屈曲部位を円弧状に形成することができる。屈曲部位を円
弧状に形成すると、チューブ９０，１００を容易にチューブ収容穴に挿通させることがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００６６】
【図１】本発明の実施の形態に係る放射線遮蔽容器を示す縦断面図である。
【図２】本発明の実施の形態に係る放射線遮蔽容器を示す分解斜視図である。
【図３】本発明の実施の形態に係る放射線遮蔽容器と運搬用の遮蔽容器収容ケースを示す
分解斜視図である。
【図４】本発明の実施の形態に係る放射線遮蔽容器を遮蔽容器収容ケース内に収容した状
態を示す斜視図である。
【図５】カラムおよび流入側のチューブを第１の遮蔽体に組み付ける工程を示す断面図で
ある。
【図６】カラムおよび流入側のチューブが組み付けられた第１の遮蔽体を第２の遮蔽体内
に組み付ける工程を示す断面図である。
【図７】カラム、流入側のチューブ、流出側のチューブおよび第１の遮蔽体が組み付けら
れた第２の遮蔽体に第３の遮蔽体を組み付ける工程を示す断面図である。
【図８】第３の遮蔽体を第１の遮蔽体および第２の遮蔽体に組み付ける工程を示す断面図
である。
【符号の説明】
【００６７】
　１　　　放射線遮蔽容器
　１０　　第１の遮蔽体
　２０　　第２の遮蔽体
　３０　　第３の遮蔽体
　４０　　第４の遮蔽体
　５０　　カラム収容穴
　６０　　第１のチューブ収容穴
　７０　　第２のチューブ収容穴
　８０　　カラム
　９０　　第１のチューブ
　１００　第２のチューブ
　１１０　遮蔽容器収容ケース
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